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2019年3月14日までに離脱期日
の延期の是非を問う議会採決？

【英国議会、政府の離脱協定案（修正案）を否決】
英国議会（下院）は2019年3月12日（現地時間）に英
国政府とEUが合意した離脱協定修正案を賛成：242票、
反対：391票で否決しました。前回採決（賛成：202票、
反対：432票）に比べ票差は縮まったものの、今回も反対が
圧倒的多数となりました。
現時点の離脱協定修正案に対し、英国議会は英国とEUの
関税同盟が無期限になるリスクは新たな案でも変わらないと考
えた模様です。離脱交渉最大の焦点であるアイルランド国境
問題について、厳格な国境管理を回避するための策が見つか
るまでの「安全策」として英国が関税同盟に残ることを、「英国
がEUに縛られ続ける」との懸念を英国議会が依然有していると
いうことです。なお今回は、離脱延期派に加え、強硬離脱を主
張する中⼼的グループも反対票を投じたと報じられています。
【山場は今日、「合意なき離脱」の是非を問う採決】
英国議会は本日3月13日中に「合意なき離脱」の是非を問う
議会採決を行う必要があります。
仮に否決、つまり「合意なき離脱」を選択しなかった場合には、
次のステップとして3月14日までに離脱期日の延期の是非を採
決することとなります。
しかし、可決、つまり「合意なき離脱」を選択した場合には、英
国は正式離脱日に何の取り決めもないままいきなり離脱するこ
ととなり、現実的に「茨の道」を進むこととなります。
なお、「合意なき離脱」の是非については、1月末にも採決が行
われています。その結果に法的拘束力は生じないものの、英国
議会は否決していることから、市場では今回も否決されるとの
見方が優勢のようです。

 英EU離脱～英国議会が離脱協定修正案を否決～

出所：各種資料を基にドイチェ・アセット・マネジメント㈱が作成
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【正式離脱日まであと3週間弱】
2019年3月12日（現地時間）に英国議会は欧州連合（EU）離脱協定修正案を否決しました。英国
議会は「合意なき離脱」の是非を問う議会採決を『本日中に』行う必要があります。正式離脱日（2019年
3月29日）が迫る中、依然混迷した状況が続いています。

【今後想定される流れ】

2019年3月13日までに「合意なき離脱」の是非を問
う議会採決

2019年3月12日に英国議会が離脱協定修正案を
否決

【「延期」を選択したら・・・次は「延期期間」がポイント】
「合意なき離脱」が回避され「離脱期日の延期」が選択されたとすると、次は「いつまで延期するか」に焦点が移ります。
延期期間を占う上でのポイントは、欧州議会選挙が今年5月23日～5月26日に行われる点です。欧州議会はEU加盟国から5
年に一度の選挙で選ばれた議員で構成されます。もし選挙日程よりもかなり後に正式離脱日を設定すると英国は欧州議会選挙
に参加しなければなりません。そのため、英国政府は3カ月程度延期し、2019年6月末までに正式離脱をするスケジュールに留め
たい意向の模様です。
一方、EU残留派の議員等は「再度国民投票を行い、離脱の是非を改めて判断」すること等を検討しており、その準備のために9
カ月程度の延期を考えている模様です。
いずれにせよ、英国国内の混迷は依然続いており、動向次第で市場が大きな影響を受ける可能性が高いものと見込まれます。

2019年3月29日
合意なき離脱？ 離脱期日延期？

EUに離脱期日延期を申請？
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